
ラサ工業の望月でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

本日は、ご多用中、当社決算説明会にご参加頂き、誠にありがとうござい
ます。

0



決算説明会資料の前半、決算関連については私から、後半の中期経営
計画の進捗状況については、社長の坂尾からご説明いたします。

1



まず、決算をご説明する前に、【事業概要】について簡単にご説明致しま
す。
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３ページの、連結売上高477億円の内訳を示している円グラフをご覧下さい。

当社事業は大きく３つに分けられ、一番大きいのは、青色の化成品事業で、連
結売上高の84％、400億円の主力事業です。主な製品としては、リン酸などのリ
ン系製品のほか、凝集剤や、コンデンサー向け原料や、消臭剤などがあります。

２番目は、茶色の機械事業で、連結売上高の約9％、42億円の事業で、破砕

機・選別機などの建設機械や、上下水道向けの掘進機などの土木機械がありま
す。

３番目は緑色の電子材料事業で、連結売上高の5％、24億円の事業で、化合物

半導体向け高純度無機素材、具体的には、ガリウム・インジウム・赤燐・酸化ホウ
素などや原発向けの放射線ヨウ素吸着剤などがあります。

なお、この３つの事業以外にも、その他事業として、石油精製用触媒の再生事
業と、不動産賃貸業があります。

以上が事業概要でございますが、当社の近時業績が拡大してきた背景の一つ
として、主力事業であります化成品事業の主力製品の一つ、高純度リン酸、これ
は半導体の製造工程でエッチング剤として使われますが、この高純度リン酸が
国内外の半導体関連ユーザーの需要増加により販売が増えてきたことがあげら
れます。

当社グループでは、品質面での強みに加えて、右の地図にありますように、日
本と、台湾の連結子会社と、韓国の持分法適用合弁会社の３カ国で高純度リン
酸を製造し、各国の半導体関連ユーザーに現地生産・現地販売していることが、
この分野における強みとなっており、円グラフのうす緑色部分、連結売上高の
35％、168億円を売上げ、この製品ではグローバルトップシェアとなっています。



次に、【2026年3月期実績及び2027年3月期見通し】についてご説明いた
します。
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5

５ページの、【2026年3月期決算概要】ですが、売上高は477億円で前期
比5％の増収、営業利益は60億円で前期比27％の増益、経常利益は62

億円で前期比35％の増益、当期純利益は44億円で前期比39％の増益と
なりました。

また、ROEは14.6％と前期比2.7ポイント増となりました。

売上高は、化成品事業・電子材料事業で増収、機械事業で減収となり、
全体では前期比増収となりました。

営業利益は、半導体関連向け製品が海外および化合物半導体向けを軸
に引き続き好調に推移したこと等により、増益し、過去最高益を2期連続
で更新しました。

以上の業績を踏まえ、配当金は、予想から10円増配の、１株年間180円を
予定しております。
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次に、６ページ【年度業績の推移】です。過去７期分と新年度予想を、連
結売上高を折れ線グラフで、営業利益を棒グラフで示しております。

中ほどの23/3期に化成品事業で半導体関連の需要増加と原料高騰に対

する価格是正などもあり、売上、営業利益ともにこの時点での過去最高と
なりましたが、24/3期はこの反動による需要減により、減収減益となりまし
た。25/3期・26/3期は、半導体関連の市況回復により2期連続で増収増益
となり、営業利益では過去最高益を2期連続で更新することができました。

27/3期は、半導体市況が引き続き堅調に推移するとの想定から、売上高
は13％の増収、営業利益も3％の増益を予想しております。
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次に、７ページ【四半期業績の推移】です。過去３年分の四半期業績を、
売上高を折れ線グラフで、営業利益を青い棒グラフで示しており、内数と
して、化成品セグメントを緑色の棒グラフで示しております。

売上高では、最初の年、24/3期の第３四半期をボトムに、多少増減はあり

ますが、基調としては増収傾向にあることが、お分かりいただけるかと思い
ます。

四半期営業利益は、概ね売上の増加とともに増益傾向に推移しておりま
す。

化成品事業では、24/3期の第3四半期までのセグメント利益が6億円台で
推移していましたが、その後10億円台に回復し、更に14億円前後の水準
まで、2年間でほぼ倍増しています。
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次に、8ページ【セグメント別概要の売上高】です。前期比で23億円増収
の主な要因は、化成品の18億円増収と電子材料の8億円増収によるもの
です。

一方、機械は前期比3億円の減収となりました。



次に、9ページ【セグメント別概要の利益】です。

前期比で13億円増益の主な要因は、化成品の7億円増益、電子材料の5

億円増益、機械の3億円増益によるものです。

なお、化成品の増益には、台湾子会社の6億円増益が大きく寄与してい
ます。各事業の増減要因は次にご説明いたします。
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まず、10ページ【化成品事業】です。

左側のグラフでは、3年間の売上高を折れ線グラフで、利益を棒グラフで示して

います。また、緑色の折れ線グラフで、半導体向け高純度リン酸の売上高を示し
ています。

26/3期は、2期連続で増収増益となり、2年で83％増益しました。また、高純度リ
ン酸の売上高は前期比約6％増収、2年で約21％増収となっています。

右側のグラフでは、売上高の内訳を示しており、緑色がリン酸などのリン系製品、
オレンジ色が凝集剤、青色がその他製品で、ここまでが単体の内訳となり、その
上のグレーの部分が連結子会社他を示しています。

リン系製品は、一般品向けおよび国内向け高純度品が引き続き低調に推移し
若干減収となっています。

連結子会社他は、海外向け高純度品の堅調な販売により増収となっています。
なお、グレーの連結子会社他140億円の内、台湾の子会社分は約９割の125億
円です。

高純度リン酸の売上高は、連結子会社他の台湾子会社分と、リン系製品の一部
を合計したもので168億円になります。

オレンジ色の凝集剤は、上水道向け製品が堅調に推移したことで、増収となりま
した。

青色のその他製品は、コンデンサー向け原料がやや減収となったものの、一部
の購入品販売が増収となり、全体では増収となりました。
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11ページの【化成品事業の四半期業績】の推移では、

営業利益は、24/3期1Qから3Qまでは6億円台とやや低い水準が続きまし
たが、24/3期4Q以降、市場回復による売上増加とともに増益となり、25/3

期4Q以降、14億円前後の水準で推移しています。

緑色の高純度リン酸売上高も24/3期2Qの32.5億円をボトムに徐々に増加
傾向で足元では43億円前後に2年間で約10億円増収しています。
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次に12ページ【機械事業】です。

左側のグラフでは、3年間の売上高と利益をご覧頂きますと、26/3期は売
上では3億円の減収となった一方、営業利益では、前期比約3億円の増

益となりましたが、前期の棚卸資産評価損が無かったことに加え、土木機
械の増収などが寄与したものです。

右側のグラフで、売上高の内訳を見ますと、緑色の建設機械は、破砕機
などの機械本体販売とプラント販売が低調に推移したことから、前期比減
収となりました。オレンジ色の土木機械は、前期比増収となりました。
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13ページの【機械事業の四半期業績】の推移では、

グラフをご覧の通り、四半期によるバラツキがあるため、年間トータルでの
比較の方が全体感やトレンドを捉えやすいかと思います。

なお、25/3期の第２四半期は棚卸資産評価損の計上により▲330百万円
の営業損失となっておりますが、一過性の要因によるものです。
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次に、14ページ【電子材料事業】です。

左側のグラフで、3年間の売上高と利益をご覧頂きますと、通信関連や

データセンターなどに用いられる化合物半導体向け高純度無機素材は、
化合物半導体市況が堅調に推移し、赤リンおよびインジウムは増収した
上、ガリウムはスポット販売の寄与もあり大きく増収しました。

営業利益は、増収に伴い、前期比4億5千万増の大幅増益となりました。

14



15ページの【電子材料事業の四半期業績】の推移では、

売上高は、25/3期1Qの325百万円から26/3期1Qの466百万円まで増収ト
レンドが継続しており、2Qと3Qはその増収トレンド線から上に飛びぬけて
いる分がガリウムのスポット販売分で、売上と利益に貢献しています。4Q

はスポット販売がなかったため、増収トレンド線に戻っています

営業利益も売上に伴い増益傾向にあり、4Qはスポット要因がない中で139

百万円の利益が出ています。
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次に、16ページ【損益計算書】ですが、既に概要及び内訳などについて
ご説明していますので、ここでは説明を省略させて頂きます。
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次に、17ページ【貸借対照表】です。

総資産は約500億円と前期比で41億円増加いたしました。要因としては、
棚卸資産と有形固定資産の増加によるものです。

純資産は318億円と前期比で約40億円増加いたしました。自己資本比率
は63.7％と前期比2.9ポイント増となっております。
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次の18ページ【キャッシュフロー計算書】は、ご説明を省略させて頂きます。
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19

次に19ページ【2027年3月期の業績予想】です。

売上高は540億円と前期比で63億円、13.1％の増収を見込んでおります。

営業利益は62億円と前期比で2億円、3.1％の増益、経常利益は63億円と約1億円、
1.7％の増益と経常利益までは増収増益予想ですが、当期純利益は下期に1億円強の
特損計上見込により43億円と前期比59百万円の減益を予想しております。営業利益、
経常利益いずれも過去最高益を更新する予想です。

なお、営業利益62億円の内訳は、上期28億円、下期34億円と、やや下厚の見込みで
す。

各事業別にみますと、化成品事業では、半導体向け高純度リン酸が引き続き海外を中
心に堅調に推移し、国内も回復傾向にあるとの想定から、前期比で12.6％の増収、一
方、台湾子会社の増産投資が2Qから稼働し、償却負担等の費用増もあることから、
4.9％の増益にとどまると見込んでおります。

機械事業では、下水道関連向け掘進機は前期並みと見込まれますが、建設機械は本
体販売およびプラント販売は回復が見込まれるため、増収増益を見込んでおります。

電子材料事業では、化合物半導体市況が引き続き堅調に推移する見込みで、前期の
ガリウムのスポット販売は剥落するものの、若干の増収、利益は前期並みを見込んでお
ります。

その他事業では若干の減益、全社費用などは若干のマイナス（費用の増加）を予想し
ています。

また、年間配当金は、株式5分割後、前期と同水準の年間36円を予定しております。

なお中東情勢が業績に与える影響は、現時点では主力製品の原材料である黄リンは
ベトナムから輸入しているため、直接的な影響は軽微と考えております。



次に20ページ【設備投資、減価償却費、研究開発費の推移】です。

左側の青い棒グラフの通り、26/3期の設備投資は約39億円と、化成品事
業において、台湾子会社の半導体向け高純度燐酸の製造設備増設約30

億円を実施済みです。

27/3期は化成品事業・電子材料事業を中心に更新・増強投資を実施予
定で、30億円を予定しております。

また、研究開発費については、27/3期は、昨年4月から組織変更により新

たに設置した開発センターにおける研究開発活動にかかる費用を主に見
込んでおります。開発センターでは新規事業の創出など、中長期的な成
長に向けた研究開発に注力して参ります。
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最後に、21ページ【株主還元方針】ですが、

従来からの、業績と財務体質改善・内部留保との調和を総合的に検討、
安定配当の堅持などの方針に加え、資本コストや株価を意識した経営の
実現に向けた対応として、「配当性向30％以上、ROE10％以上」を目標と
して設定しております。

これらの方針や目標に基づき、年間配当は、株式5分割後ベースで26/3

期36円、27/3期予想36円を予定しており、配当性向は26/3期で32.2％、
27/3期は32.7％となっております。また、ROEは26/3期実績14.6％と10％
の目標値を達成しています。

前半の決算関係についてのご説明は以上です。
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社長の坂尾でございます。どうぞ宜しくお願い致します。

それでは、私からは、中期経営計画2026の進捗状況についてご説明いた
します。
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まずは10年長期ビジョン「Rasa Vision 2033」を改めて簡単にご説明申し上
げます。

当社では2026年度を最終年度とする中期経営計画2026の策定に際して、
2033年を目指した10年長期ビジョンとして「Rasa Vision 2033」を策定して
おります。「Rasa Vision 2033」では、「企業価値の向上と持続的成長の追
求」と「サステナブルな未来の実現」の2本柱を基本方針としております。
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次に、「Rasa Vision 2033」のESG目標でございますが、環境・社会・ガバ

ナンス、それぞれに関する重要課題「マテリアリティ」を特定し、その取り組
み事項と指標・目標を定めて取り組んでおります。
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次に、長期ビジョンと、現在取り組んでいる中期経営計画2026の位置づけ
でございますが、長期ビジョンの数値目標は、2033年の連結売上高800億
円、連結営業利益80億円とし、指標としてROEを10％以上、ROICを10％
以上、ESG目標としてGHG排出量30％削減を掲げております。

この長期ビジョンを実現するためにバックキャスティングの考え方から、
2033年までを3つのフェーズに分け、中期経営計画2026は第一フェーズ
“種まき”の3年間と位置づけ、長期ビジョンの実現に向けて取り組んでお
ります。
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続いて、【中期経営計画2026の概要】についてです。

基本方針を、経営資源の最適化と収益力強化を推進し、企業価値向上
への基盤強化を図る とし、

数値目標を、連結売上高 520億円、 連結営業利益 48億円、ROEを
10％、ROICを9％、配当性向を30％以上としております。

また、全社方針は、

経営資源最適化のための体制構築、

新規事業の創出、

人材戦略への注力、

気候変動への対応と循環型社会の構築、

安全かつ安定操業の継続、

経営管理の強化、

株主還元の向上 としております。

26



次は、中期経営計画2026の全社方針別の施策です。詳細のご説明は割
愛いたしますが、全社方針に基づき、これら施策に取り組んでおります。
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次は、【中期経営計画2026の数値目標】を示したグラフでございます。
26/3期までは実績値に、27/3期は業績予想値にアップデートしております。
数値の内容につきましては、次の29ページでご説明いたします。
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29

29ページの表は【中期経営計画2026の数値目標】の詳細をお示しして
おります。26/3期実績および27/3期業績予想の売上高・利益につきまし
ては、先ほど望月からご説明した通りでございます。

26/3期のROEは14.6％となり、27/3期は13.0％を見込んでおります。26/3

期のROICは12.2％となり、27/3期は11.5％を見込んでおります。いずれも
中計最終年度目標を達成する見込みでございます。

最終年度の27/3期は、26/3期に引き続き、半導体関連市況は堅調に推
移するものと想定しており、当初計画比で3.8％の増収を見込んでおりま
す。

利益面では、台湾子会社の生産能力増強設備が26年4月より稼働し、そ

の減価償却費負担などのコスト増もあり、前期比では若干の増益ですが、
当初計画比では30％前後の増益となる見込みです。



次に、【資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応】です。ま
ずは、現状認識を昨年開示した内容から太字の箇所をアップデートしまし
た。

株主資本コストやWACCは金利環境の変化から見直しをしております。
ROEとROICは、先ほどもご説明しました通り、中期経営計画の目標を達
成する見込みです。

PBRは、長らく1倍割れの状況が続いておりましたが、26年3月期に株主
資本コストを上回るROEの更なる向上と、半導体材料等の成長加速を織り
込んだ市場の期待を背景に、大幅に改善したものと認識しております。
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取組方針は、10年長期ビジョンの「Rasa Vision 2033」を実現するために“種ま
き”の期間（フェーズⅠ）と位置付ける中期経営計画2026の取組みを着実に進め、

収益力と資本効率性の向上や、成長領域や非財務施策への取組みにより、企
業価値の向上を目指すこととしております。

具体策は、資本効率性、資本収益性、成長性や非財務施策のそれぞれの観点
からお示ししております。

進捗状況は、資本効率性につきましては、26/3期の配当性向は32.2％であり、
今後も目標の30％以上を堅持しつつ、さらなる向上を目指してまいります。

資本収益性につきましては、繰り返しになりますが、26/3期のROEは14.6％、
ROICは12.2％と目標を達成しており、27/3期も目標を上回る見込みです。また、

コア事業の収益力強化への取組みといたしまして、台湾子会社で半導体向け
高純度リン酸の製造設備増設が完工し、2026年4月より稼働開始しております。
これにより台湾の生産能力を4割増強し、さらなる成長を目指してまいります。

非財務施策や成長性につきましては、25年4月から開発センターを新たに設置

し、従来は各事業部で分かれていた開発担当を纏め、全社横断的な開発体制
を構築し、より市場のニーズをとらえた研究開発を目指しております。

気候変動への対応として、TCFD提言への賛同および情報開示を行い、
CDP2025気候変動質問書において「B」スコア評価となりました。

人権の尊重への対応として、ダイバーシティやワークライフバランスを推進して
おり、女性採用比率や男性育児休暇取得率、女性管理職比率などが向上して
おります。

31



次に各事業別の重点施策です。

まず、化成品事業につきましては、

コア事業の収益力強化では、半導体向け高純度リン酸の国内外における
安定操業と拡販や、コンデンサー向け原料増産設備の安定操業の整備と
省力化を行っております。

また、成長事業の拡大では、

日本・東アジア・北米の半導体向け高純度リン酸の新規販売先獲得や、
韓国合弁会社が北米に半導体向け高純度リン酸の新工場建設を進めて
おります。

また、新規事業の創出では、

高純度リン酸のリサイクル実用化を目指しております。
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次に機械事業につきましては、

コア事業の収益力強化では、

建設機械の単体・部品の入替需要に対する密な営業活動の注力や、リチ
ウムイオン電池検出装置の開発と拡販を行っております。

また、成長事業の拡大では、

下水道向け掘進機の新規市場開拓を東南アジア中心に行っております。

また、新規事業の創出では、

新事業の探索や電子ビーム溶接加工の宇宙産業への取組みを進めてお
ります。
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次に電子材料事業につきましては、

コア事業の収益力強化では、

高純度無機素材の品質・コストの競争力の向上・シェア拡大や、放射性ヨ
ウ素吸着剤の継続的な販売の実現を目指しております。

また、成長事業の拡大では、

インジウムリン（InP）需要増加への対応や、放射性ヨウ素吸着剤の海外市
場開拓を進めております。

また、新規事業の創出では、

次世代半導体用材料の開発を行なっております。
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つづいて、トピックスについてご説明いたします。

まず一つ目は、化成品事業の半導体向け高純度リン酸増産設備の稼働
開始についてです。

2025年3月期から進めておりました台湾子会社における半導体向け高純
度リン酸増産設備は、工事が完了し、2026年4月から稼働を開始しており
ます。総投資額は約30億円、年間償却費は約４億円となり、これにより台
湾の生産能力は4割アップいたします。

台湾子会社の業績推移をグラフでお示ししておりますとおり、26/3期は売
上高124億円、経常利益は27億円と、台湾子会社として2期連続で過去最
高の売上と利益を更新いたしました。

27/3期の予想といたしましては、売上高150億円と26億円の増収、経常利
益は償却費の増加等もあり、28億円と1億円の増益を見込んでおります。

今後も台湾の半導体関連業界の需要増加を着実に取り込みながら、業
績拡大を目指してまいります。
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二つ目は、電子材料事業のインジウムリン需要の増加についてです。

インジウムリンとは、インジウムとリンから成る化合物半導体で、現在、デー
タセンターの光トランシーバーとも呼ばれる光通信の受発光素子向けに、
需要が増加しております。光通信を支える基幹材料として中長期的な成
長が見込まれ、さらには次世代の情報通信基盤技術として開発が進む光
電融合技術におけるインジウムリンの採用が期待されます。

当社は、インジウムリン基板の原料であるインジウム、赤リン、酸化ホウ素
を製造しており、またインジウムではリサイクルに強みを有しております。

インジウムリンのサプライチェーン上流から循環型供給までを担っており、
今後のインジウムリン需要増加を最大限に取り込んで、電子材料事業の
業績拡大を目指してまいります。

36



三つ目は、機械事業のリチウムイオン電池検出装置の開発についてです。

近年、廃棄物処理施設において、収集されたごみに使用済みリチウムイ
オン電池製品が混入し、破砕工程で発火し、火災事故が多発しており、
年々深刻さが増しております。その対策として当社では、Ｘ線技術とＡＩ解
析を活用した、廃棄物に混入したリチウムイオン電池を検出する装置「リチ
ウムアナライザーネオ」を開発いたしました。

リサイクル現場での安全性と効率を両立する次世代検出ソリューションとし
て、全国の廃棄物処理施設向けに営業活動を行ってまいります。

以上、中期経営計画2026の進捗状況についてご説明いたしました。
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最後に、参考資料を3ページご説明いたします。

まず、半導体関連向け売上高とその比率の推移です。26/3期は半導体市

場が引き続き堅調に推移し、前期比で増収となり、全体の売上高に占め
る割合も51.1％と増加しております。
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次のページでは、世界半導体市場（ＷＳＴＳ）との比較をしております。青
の折れ線グラフが世界半導体市場、オレンジ色の折れ線グラフが当社の
半導体関連向け売上高をお示ししております。

ご覧の通り、世界半導体市場の拡大とともに、当社の半導体向けビジネス
も拡大しており、26/3期までの5年間の成長率では、世界半導体市場は
75％の増加に対し、当社の半導体関連向け売上高も86％の増加と、より
大きく成長することができました。また、連結営業利益は126％増となりまし
た。

来期以降におきましても、さらなる成長の実現に取り組んでまいります。
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次のページでは、半導体向け高純度リン酸の供給体制をお示ししており
ます。

当社の半導体向け高純度リン酸は、品質面の強みに加えて、日本と台湾
と韓国の3か国において、現地生産・現地販売していることが強みとなり、

グローバルでトップシェアと認識しております。先ほどご説明しました通り、
2026年4月には台湾子会社増産設備が稼働開始し、2027年には韓国合
弁会社の米国新工場が立ち上がる予定です。

世界の半導体市場の成長とともに、当社の半導体向け高純度リン酸の需
要増加に対して安定供給するための体制を整備しております。

以上、参考資料についてご説明いたしました。

半導体市場は、生成AIやデータセンターといった成長分野を背景に、今

後も中長期的な拡大が見込まれております。当社は需要拡大を確実に捉
え、持続的な成長と企業価値の向上を目指してまいります。今後とも、株
主や投資家の皆さまのご期待にお応えできるよう、一層の努力を重ねてま
いりますので、変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

本日は誠にありがとうございました。
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